
 

 

「国際法務セミナー」開催のご案内 

～国際取引・契約の「ヒヤリハット」対策～ 会場変更！！ 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

近時、国際ビジネスの拡大にともない取引形態も多様化し、単発の売買契約から代理店契約、プラント・

建設契約、資本提携など多岐にわたりますが、それぞれの取引形態においては法務的に日本企業が陥り易

い「落とし穴」があり、「知っていれば」「注意していれば」避けられた小さな失敗が大きな損害に繋がる

ことも少なくありません。そこで当組合では、国際取引における法務上の問題等に詳しい弁護士を招き、

取引や紛争における「落とし穴」を理解し、リスクを回避するための対策（＝ヒアリハット対策）につい

て講演いただくこととしました。 
 組合員各位におかれましては、是非この機会をご利用いただき、万障お繰り合わせの上多数の皆様にご

参加賜りますよう、ご案内申し上げます。 

 

 

◆日 時：平成２9年 ６月１３日（火）１５：００～１７：００（開場１４：３０） 
 
◆場 所：輸出繊維会館 Ｂ１階 第 5会議室 変更 ⇒ 大ホール（B１階）  

（〒541‐0051 大阪市中央区備後町３－４－９  ℡：06-6201-1671） 

          ※次頁の地図をご参照ください。 

 

◆講 師：長島・大野・常松法律事務所 

井口直樹 氏（パートナー弁護士） 

Peter Coney 氏（外国法パートナー、外国法事務弁護士） 

 

◆テーマ・講演内容 

（１）取引の内容・性質と契約管理・紛争解決戦略 

    ～日本法を選んではならない場合がある？ 

（２）クレーム通知（Time-Bar） 

（３）契約で認められた権利が「消える」？ 

    ～一旦発生した権利は留保できるのか（解除権等） 

（４）仲裁になりそうなときの落とし穴 

    ～安心できる仲裁人選任とは？ 専門家なら秘密を守れるの？ 

（５）反対尋問 ～仲裁の決戦場 

（６）Mock Session （寸劇）～正直者はバカを見る？（国際仲裁の証人・反対尋問）等 

 
（参考）長島・大野・常松法律事務所について 

  同事務所には約 400 名が所属し、東京、ニューヨーク、シンガポール、バンコク、ホーチミン、

ハノイ、上海にオフィスを構える他、ジャカルタに現地デスクを設けている。数々の大型案件を手掛

けてきた実績に基づき、企業が必要とする様々なリーガルサービスをワンストップで提供できる体制

を構築すると伴に、多岐にわたる分野の弁護士が質の高いアドバイスや実務的サポートを行っている。 

 

◆参加費：無料（組合員限定） 

※受講票の発行はございませんので、セミナー当日は名刺を受付にお渡しください。 

※講演内容の録画、録音等は固くお断り申し上げます。 

 

◆お申込み方法：セミナー参加ご希望の方は、6 月 8 日までに、当組合ホームページ（下段 URL）から

お申込みください。定員（100名）となり次第、締切りを繰り上げる場合がございます。 

（ http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm#hiyari_hatto） 

 
 
※ご不明な点等ございましたら、下記事務局までご連絡下さい。 

 
お問い合わせ先：日本機械輸出組合 大阪支部 樋沢（ひざわ)、上田（あげた） 

TEL：06-6252-5781   E-Mail：mailto : hizawa@jmcti.or.jp 

 

 

mailto:hizawa@jmcti.or.jp


 

 

 

【会場】  輸出繊維会館 Ｂ１階 第 5 会議室 

(〒541‐0051 大阪市中央区備後町３－４－９ ℡：06-6201-1671 ) 

 

 

 

《交通のご案内》 
 
・地下鉄御堂筋線 

「本町駅」(①番出口) 徒歩３分 

 


